
爆 破 孔 の 込 物 に 就 て

(昭和 Z8年 8月 3El空理)
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東研死はFl末書案柱式骨証加 斗LJJI=於で行ほれた確 抱によろ砂粒 と鈷土･砂混合

鵬 とのJt快報 である･爆Bは池 上好さ考とE催せらるろを似て杜氏に触 する

大箱である 文群は勿追払I=在る･(腕 骨根 毛棚 ,珊 秀削

日 次

r 雌 官 Ⅳ 抄並に捗･枯土配合物の榔 比蝶

暮 故やIこ放ける穿孔 V 持 古

Er 拝礼進安

Ⅰ･ 緒 言

糊 の荊*溌正がgi化されると共に爆破孔の込肋に封する研究が熟Ll･に単五され盤に

内地雷杓に放ては昨年来砂充gIを行壮ざる領山には煉葵を配給せi'との親行熊が所行さるiに

及んで砂天貨は話込物の従兄として時先を浴びるに至ったが砂充堺が現詮的に何故徒奔である

かは未解決の億の株であった 従って昨年 12月朝鮮舛菜食主脚の鉄索技術研究委尺骨に於で

常山紘攻mTu理由に上りgi群が政の閉館に放き-居城砥た態度を執 られん布を尊皇し串に賛同を

l耳′こ.

ⅠⅠ 軟岩の穿孔

石淡山又は席 く軟封の朋威し易い紫石に穿孔するに･,7.m 放 り粉の排出及びダイナマイト必堺

の際孔放れに上る邪催S･棟防する必7Gか らltむを相で丑城するダイナマイトの改得より退かに

大友る孔を穿ってゐるのは雅た串では無いが此の大孔経の穿孔に小作のダイナl･イトを滋堺す
る時は井のⅣ=こ非l?TJ:基節が(lI釆之が怯IJ)を弱める火なる原田とたり柑る
慨に 1-‡ の政経孔縄に 1〟のダイナマ小 を我人すれば基節和 上

-･･ - -好(誓)zT(i)=
㌃El EJ
16 .i

=t.1 1

即ち峯臥 ま!宇 -号,1959h,となは 丈励 弧ijめらiT･て i 41% に低下するので之が耳
際の蜂乾に及す影Vは蓋し甚大であらう 之を穿孔拝と生餌ダイナマイトの笹と等しくした場

合に1姉 すれば之丈の基緑を凍して唖くさは製菓長が 40cm ならば 50cm文無天9tで匂いた

と等しくなる狩である.即ち聞1のErI圏と乙国は移しい結果となる 従ってLtむと科す升孔笹

i･大にする必好のある折{-は甘然砂経由等により砂とIRき込み比のダイナマイトと孔盟との基
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尿と充9(する必啓がある.斯 くする称に班かi封範の故典は並かIt神大し臓 は節約される 常

男洪耽比共の卯であらう上恋仲する

I

., 九･･･遠戚 6TI
i Jl

t llAA L土 .一一三㌦ ',I;二/'i',Y'F･･-'-̀ Qコ二
blI k I 入 TkJt

然るl-L_金光gnlJに於て軟岩ではたく多事た小厚を穿孔し柑ろに拘 らずPI々 大庄の9-孔をなし

てわた頼LIJが砂汁鞄使即に依 り膜 を宙的し得たのは甘燕のJ3措であるが之を以て閃軌土井映
したとなし-̂席を共の也に汝正するとすLtl瑠 rc大なる的辞が旺胎してわると思はれる.

ⅠⅡ･ 孔径と穿孔速度
耶 L辻産はビバ ゲージの平方に逢比粥するか ら額くu tLは別 として中脳 以上に要して不

必畢な大排の解 Lは如何rE:ち.W 味な上に前沢の如き大音なul炎を搾って乗るのである 現在

でも一番凱 T を用ひる節が多いが絹 山の-者必1-号 比井れよりい 785b,の射 し巡度を
持ちnる ど'T.I?_の誹 に映るg･孔略榊を比較すれば談1汲叶2の如くである.即ち即 し巡

辞が*たることは同IAJllCて稚行監栄職Jiの和知.-
暮

懲り使用新教の戒少,一
叢曾り拍艦長の棉加等坑内作兼改背

に焚する併啓に大きtJ～のである.
併し犬は甘く稚さ孔梓が大

きくても砂克牛をすれば虫9rダイナマイトと孔丑との峯Eh=

埋るから一度は良い破rL_
I,々へられるが砂は見料比正が小で
紛333Vの杢欄車を持ちどうしても杢許のたvL経た尭9tは蛾
釆ないから革ろ此の不必辞な冊分は始から穿孔せざるに如か

ないのである.
共のJ=紙の煉兼の大辞助の瓜に他の札の砂は唄く黙められ
てゐるにも拘らず沈降に映る伸餅披少で上方に鰍rtnを蝕じ搬

破故IJ)は低下する都が甚だGt̂のである
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兼 1~ 穿 孔 迎 庇 此 按 衣

乙胡劫(食1日t蝕山 ビッ ト〆-ジkて)rrl月 並 (大和t:'7トゲージにて)

表 芸 q 品 , 品 け 癌完 り 芸 憲 芸 ｡ 這蒜 ｡表芸 ,一応 完 n磐 城 姿

%･8 2･03 21)･) 】･14 28･5 Lb075･4 W 6･0(I)穿孔諾唯はry-i,'J
l93 1･32 7･7 日9 60･2 6･5977.2 9.80 6.13 の2第にFt-比例,Lるこ
3J.2 6.21 三!68 2.41 19.8 1.3079.810..'享24B とF.汁井上決めると
J8･7 2:28 11･2 J･鳩 17･6 1･2('･73･4 6J,2G･0 叩 乙
弧0 6･18 &7 2･00 26･1 0･･'31 69･8 13･19 6･91棚

7.'3.8 16.('1･1.0 (13/.)i:(ll/J'-1..36.I00
b7.3 4.26 6,0=本坊
5L.q lb.51 6.0 (l̀/.)†･(1I/げ=7.4U:1.00
班.5 6.･は bJJ三相
62.19.1J6.3(lJ/=ア:(lJ/.)'=1.LI土:I.00

即ちF77k止 して乙では
3620'一･日'nu'甲P･J402.,/早
くなる
(℡) を 袋 の ]守RH.lt兆 では
Irl:乙

-≠JT,
6.盟;:9.78亡LtX):).57
二 t,]77

6.56 :7.85 ==I.00 ･ 1.t2

三赤縄
60E;:6.6Lrtal.I)0.ltIl
中 耳J l.0tJ:i.:う･l
eLlも一茶鋼では1日非他よ
り早く
ニ yrJこ輪..Sしく
三 Vy 上1)包:く
年PIJでは■.r外紋と略
(..ヴLt'.

(ll) FTTの輔 肋 と 乙 の 一

番縄l'lJt-k J4 '' J/ -

ジである が グ t'脇 イ爪 は

L;.91:9.7tl石 (対 .I:L O O .0
となりn!雄性 上 り 才 し い

ちぎ化が_4三-T も の は J L の 内

叫 と との川 の J W 3 胡 火 と

挫 粋 の訓 tlt舶 仰 k 上 り

2
3
6
‥8
1U1

誓

柑

鵠

l
l

ユ

ウり
e
】
C.10
け
7

7I
伽
76
77
7

価

.4
2
.
59
月
!7

3
.
え臥
3
.
8

霊

馴
m
2
･

払

拭ej
Ⅴ

3.

4
･

0-
･
e

-1

I;
.
6
tq
CQ
.
0

c=.0
9
6
7

1

1
1

60

_9

16
別
別

LD

1
6
L
3

篭

欝

別

田
10
如
別
㍊

ta
ci18
1
3
.

脚
岩

朋
M

12
は

約
17
姓

Jl
ぷ

;
.13
川

42
粥

川
6
川

La
dlO
3
0り

細
心
別
田

応

脚
部

舶
10

.1

i
71
I
l

17.

109
8
e]
7

L

L
LS.8
8

･･N
b4730
0
00
0

.
8

.
L13.
5

.
8
8
cc
8

AS
tSL:jti5.
a6
6
.6
5

t.T'5
L5.
仇
LS

M
M
諾

柑
認
諾

S

m
:q
謡

は

1■-
■■-

鮎
即
㌫

M
m
M
M
G｡･4M
M
M
6-･｡73･｡剛

心
門
川
40
5
鴨
粕
的
醐

40
07
22
別
柑
=

も
り)+仇
oi1.
C<e].孔
Tf
Tt.
TI.ユ
p,.ei･<

㌫

m
削
湖

-
･
7
m
m
耶
M

m
崇

;･朗

.
47
仰
雌
40

.
26

爪
僻

溜

2
;爪

創
朋

.0
1

.
40

.

3
1
n
t
1
.3

1
L

り
】
r
.
1

1
1
.-_-1
Il

告

別
21
･
6
1-
･
7

㍊

霊
獅

㌫

別
M
2

47
朋

.
02
41
13

は

16
仙
糾

瓜

00
36
日
16
2

2
】
2
1
J

I
,1
1
2

1

3

1
3
人
ム

㌫

m

‰

;
岩

肌
m

m
霊

㌫

‥
…

川舶

4
8

C.1

･
.･:.

‥∵

･
帥

….i
'
…

りl
_
0

_
ウ
ー

別
4
･
8

品

'=;.:
:
=i

e
)

…
川

仙
7

〃
以
〃
兆

.打
′m

弊
孔
爪

1 170 2.00 18J; 1.0Z;
4 9.7 3.Je 36B b.29
b 30.0 6.01 16.9 3.恥
7 19.9 2.08 2 4 .2 307
9 26.7 .1.17 30.7 6.36

17.b8
7.0こⅠ
2.16
1.14
3.50

珊

仰
Ⅷ

岨
軌

剖
腰
=

.
19瓜

0
9
6
ハJ
e
]

LO
4
7
tL
9

18.
23
知
盟
9

.Z
B
N
相
知

21

盟
26
%
盟

…
5
.
.･7.-I.i
･;3

0
7

7
6
5

砧
畑
67
腿
8

祁
幻

50
67
2

8
2.人
d
1.

2
.L3
0
6

2

O=1
20
18

朋
乱

皿

朋
.5
7

01訂

丁一3
りIer_CC

4
.
4

.
6
t･7
.5

.
3

8
23
m
9

盟

制

砧
03
舵
5

2
'り
小

孔
3.1

.4
7
2
り
一
O

th

4

d
ウ山7

1

l

9

-ウ一1

S山
24
'61
27
細

別

満
祐
節
約

.舶
舶
46
48
6

S;.D･-7相
川
相
川

川
畑
…
棚
8

m
6-
･
｡
翫

…
剛

欝

M
G

瀞

.J
鴫
e:新

約

eJs

瓜
1

2
arL
〇
.
d

3
1
2
0
7
'

馴
㌫

cm
･､m

M
M

;
･塁

Ⅶ
ひ~
別
個
n

22
1
1

18野
3

0
.
a

e
J
2
.
4
.

毘

り;2.人2
'

㌫

雛

1-･｡

㌫

那
㍊

川

44
02
州

29
糾
L･g
QL3.1
7
S
;

d2
.
L

T
:4

1
乳
,1LJ
ー
L

cq
I.CC.86
q

O?
.1
り"q
e)

別
19
21
妃

20

20
22
別

叩蒜

氾
別
雑
鳩

.10

伯
岬
47

胡
一11

47
′
d
′
C1
6.㍊

I血一
い
砧｢,

〃

1
〃
1

4

0

･

5
'J
8

9

IJ
Cln

(1.05 EinI

E
脱
り

I
L5

〃

り一
′弘一l

=
07
~
6
.
?ト

米狩り舶遡岬川1 1600
Clll Cl1.

1分川舟劫I遡 6.''B Gj 6

米甘粕遜時糊甘分地
1分rUI甫嶺迦滋-nL分此



111 火 兼 払 甘食 邦5懲 薪2枇

VI.砂 及砂 .粘土混合物の項妻効果の比較

坪着はM 3の如 き穿孔配牡にて土臣と砂の9!,7;に1る爆破放兵の比佼紬 t行った.

･･｡印 大型ビ,け -メ(i l･･i 二番ユ･･i 三qrl"‡)のkT･
'1'◎印 戯 帥 ビ,け - メ(- 1,′喜 二番1･･i 三者 1･′‡)の･Sで

那 Lを行ひ之に 25･nm,75gの荊ダイナ ー7イトと夫JQ,l孔にEtき 2.5本 (187.5g)辞去坊

した 此の鞘合 1●に於てJ主ダイナマイ トと争乱蛍のILFlIこF14の如 く茎匠を生する 夷で1●にrA

JLJ 穿孔とg'イナーイトの251防 ,

表 2 土建と砂の98名物tE.校封&'

L砂 牧 主 のiB合土地状宙の鵠6･
砂水

分
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1..X7k分48%'の川砂と2■には砂を約三096犯人した粘土を堺残して蜂故を行った非の結果枚
数2に示す如くで採石容軌こ於て土栓の番台は砂の場合ITJt
.
してiZる本約2
.
5億の耳段位を

示した此のホモ紘守山軟投及下村助致安の研究'のr込物r=捻砂E,
粘土好雨着の混合伽三貴

も齢であると考-られる此の掛合の粘土娃早に砂の枯播州として役立つのみならず触込葱

抗をも村*する役割を具してわ

る｣耕及混合込物と砂との放力象にBFlL｢木耳BICは砂 40-50%,粘土 60-5093の混合斜 こ放て



小Jrr Jt正孔の込壬bK放て llb

lC於ける.aa沈砂の抵抗の 3億 と女川 1飽換砂に比較すれば 9億の血と示 した｣継 と輯一鼓

してわる.

表 3 メー トル官 9臓 任用Jt

年書/Rl lVT 17/上 17r下 1813(JJ) * 方
状故 (S19) Jfit点 000m (… m 伽 n dqOtrlJfit点 000m (… m 伽 n dqOtrl

18年下月毛のど.'Iy-I/'は

汀 th ∴ ､い J L ∵ 'lJ I.竜 裏 .::㌍ ･-I -〆イ托t rナることk俄タ--･

F#J･& (lCyA#))A" 並 000- OOOln 000- OOD, 脚 孔Z!と吸入,イとの…
′-トル書少 t*くし他方托頻の土枚klIl

州 (,2xiJ)′イナ-･ト 8JRnkg 63.8kg 5118kg4･61叫 豊E.NJnt(dER̂hekLtA'Dt-CNJali. Jt

;ここ‡†呈′諾抜 )との此 100 76 61 bS

V 捨 !島

以上の括弟 より･呼穀するに

1･ 穿孔5.をダイナマイ トの坪と阿ゝに慈 し得る場合に放ては砂 50粘土 50の混合物許光

は砂井元に止し25棚 が大である.

T 官印山は昨年以発可能な放小帯孔姪の迷用董rE砂 50%iR人の土托使用に統 り袈 3JC示

す如 くダイ'ナマイ ト卯 L盟との〃=こ生皮を有 したる場合JC此 し横坑に放て 4鴫 鬼上狂に放

て 45% の姓雅の節約を行ってゐる

叩平た轍瞥であるが大方の批 判並に聯 旨尊 を得て今後一斉の労力研究と歌 し庇い所存であ

ら.Lュ上

加弥 l.5x叉O
I-1▲TTイ
ナマイトt




